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現地リポーター（留学参加者） 

〈滞在期間 令和７年 11月１日（土）～令和７年 12 月 20日（土）〉 

 

１ 滝川高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

 ★ カナダの食事 

２ 札幌東高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

 ★ 日本の学校とカナダの学校の違い 

３ 札幌北高校１年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

    ★ ペプシ・コーラ 

４ 札幌北高校１年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

    ★ エドモントンの高校 

５ 札幌手稲高校１年生（留学先：Sir Winston Churchill High School） 

     ★ カナダの 11月 11日 

６ 札幌国際情報高校２年生（留学先：Western Canada High School） 

    ★ CTrain 

７ 苫小牧東高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

     ★ 日本とカナダの食生活と店の違い 

８ 苫小牧南高校１年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

    ★ 日本とカナダの高校の違い 

９ 苫小牧南高校２年生（留学先：Nelson Mandela High School） 

    ★ 日本とカナダの水の違い 

 10 苫小牧南高校２年生（留学先：Jasper Place High School） 

★ カナダで見たオーロラ 

11 苫小牧南高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

★ カナダの学校生活について 

12 登別明日中等教育学校 4回生（留学先：Harry Ainlay High School） 

★ 学校のルールとスケジュール、カナダの性の多様性 

13 旭川東高校１年生（留学先：Western Canada High School） 

★ 自己主張の大切さ 

14 旭川東高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

★ カナダと日本の教育の違い 

15 鹿追高校１年生（留学先：Memorial Composite High School） 

★ ストニィプレインのポスト 

16 釧路湖陵高校２年生（留学先：Spruce Grove Composite High School） 

★ カナダのスーパーマーケット事情 
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★ カナダの食事 

 

私がカナダに来て驚いたことは食べ物です。 

マックに行った時に wraps や sandwiches などの日本にはないものがあったり、スーパーなどに行

くとたくさんの種類のお菓子やパン、フルーツなどがあってすごくびっくりしました。冬のカナダで

はフルーツが採れないので、中国から輸入しているそうです。見たことがないものがたくさんあるの

でホストファミリーに聞くといろいろな知識が得られるので、私はスーパーが好きです。私がスーパ

ーで買ったもので特にお気に入りなのはピクルス味のポテトチップスとチュロス味のタキスです。こ

のポテトチップスは昔からカナダで親しまれているもので、ピクルスが好きな人にはとてもおすすめ

です。それとスーパーで買えるかわかりませんが、私はルートビールがすごく好きです。日本のお菓

子やインスタントはものすごく高いので、私は本当に食べたいものしか買いません。家庭によって異

なりますが、日本食（お米や、お味噌汁など）は全く出てこないので、パックご飯やインスタント味

噌汁などを持って行った方がいいです。私はお茶漬けが大活躍しました。日本食が恋しくなるとは思

いますが、カナダにも美味しいものがたくさんあるのでぜひいろんな食べ物に挑戦してみてください。 
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★ 日本の学校とカナダの学校の違い 

 

日本の学校とカナダの学校の違いについて話したいと思います。わたしの通っている学校は約 3000

人もの生徒が在籍しており、様々なバックグラウンドをもった人が一緒に生活しています。授業は 1

日 4コマしかなく、1コマ 70 分で午前に 2コマ午後に 2コマです。日本とは違い自分の決まった教室

はなく、自分の荷物を持って教室を移動する必要があります。なので、授業と授業の間の休み時間の

廊下はかなり混みます。また校舎は一階建てで横に広いので授業によっては校舎の端から端まで移動

しなくてはなりません。しかし、遅刻に対し先生が注意することはなく、毎時間、誰かしら遅刻して

きます。校則は緩く、髪を染めたり化粧をしたり自分の個性を大事にしていていると感じました。 

わたしは体育、英語、リーダーシップ、料理の科目をとりました。体育では男女合同に行い、一週

間ごとに種目が変わりました。リーダーシップの授業では映画を見たり、学校の環境を整えたり、行

事の準備をしたりと、日本にはない科目でした。料理の授業ではグループで協力し指定の料理をつく

りました。どの科目も日本の学校とは異なる点があり、驚きの連続でした。 
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★ ペプシ・コーラ 

 

日本では、コーラと言ったらコカ・コーラのイメージが強いが、個人的にカナダでは、コカ・コー

ラよりもペプシ・コーラの方が認知度が高い印象を受けた。実際、いくつかのカナダのファストフー

ド店では、コカ・コーラは見かけられず、大量のペプシ・コーラが並べられていた。そして、自分の

パートナーもペプシ好きで、部屋にいつ買ったかも分からないような古いペプシが置かれている。他

のジュースに着目すると、日本ではあまり人気のないジンジャーエールやスプライトなどがカナダで

は人気があると感じた。他には青い液体や赤い液体の入った怪しいジュースが売られていた。カナダ

にいる間に試してみたい。また、日本ではジュースと呼ばれるものが、カナダではポップと呼ばれる

と知って驚いた。ジュース以外にも、日本では食べられない食べ物を食べたり、色々なメーカーのフ

ァストフード店を試してみたいと思った。 
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★ エドモントンの高校 

 

私が通うことになった高校は「Harry Ainlay High School」という日本でいう公立高校のようなも

のです。ですが、学校の構造やタイムスケジュール、授業選択などさまざまな日本との違いがありま

した。 

まず最初に通い驚いたことが、2階がない、ということです。にも関わらず教室の数はなんと 100以

上。体育館やジム、更にはカフェテリアやホッケー場までついていました。カナダではこのようなこ

とが多く、狭い土地でいかに高さを出してスペースを多くするかという日本とは違い、広大な土地を

最大限に活かして一階に抑えることで活動しやすい構造になっているのだと思います。また、教室に

は窓がついていません。とても面白いことに、実際に通っている生徒の多くがまるで監獄のようだと

言っていました。 

他にも違いは多くあります。カナダの高校では、日本と違って全ての授業を自分で選択します。日

本の大学のような仕組みです。自分の興味がある授業を選び、単位を取得する。授業の種類も様々で、

数学や英語などはもちろん、料理や溶接など色々な分野に関する授業を選択することができます。こ

れが最も大きな日本とカナダの高校の違いでしょう。 

 

 

  

４ 



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2025-2026 

 

★ カナダの 11月 11日 

カナダの 11月 11 日は『リメンバランス・デー（Remembrance Day）』と呼ばれ、戦場で亡くなった

多くのカナダ人兵士に敬意を表し、追悼する日です。この日が近づくと、人々は左胸に赤いポピーの

花のバッジを着けます。 

赤いポピーが使用される理由は、第一次世界大戦中に激戦地となったヨーロッパのフランダースで、

戦いが止んだ後、荒れた野原に赤いポピーの花が一面に咲いたからです。また、フランダースの地で

従軍していたカナダ出身の軍医である John McCraeがこの光景を詠み、1915年に「In Flanders Fields」

という詩を発表しポピーを戦没者の象徴とするきっかけとなりました。  

赤いポピーのバッジは学校や商業施設などで基本的に無料で配布されていま

す。募金箱の横に設置されることもあり、募金されたお金は退役軍人への経済

的な援助や医療機器、研究費などに使用されます。 

当日の午前 11 時には、カナダ全土で式典と 2分間の黙祷が行われます。この

時間帯にはバスや路面電車、地下鉄なども止まります。また多くの州では学校

が休みになります。                                                      ↑赤いポピーの花 

私が通っている Sir Winston Churchill High School ではリメンバランス・デーが近づいてきたあ

る日の授業の前に国歌が流れました。その後の社会の授業では、先生がリメンバランス・デーについ

て説明しており、生徒たちは真剣に耳を傾けていました。カナダの人々がこの日をとても大切にして

いることを強く感じました。                 

 

★ カナダの高校 

私の通っている手稲高校では 55分授業が 6コマで、授業間の休憩は 10分間です。一方、Sir 

Winston Churchill High Schoolでは月曜日から木曜日までは 1時限目が 80分間、2時限目は 85分

間、ランチタイム 40分間を挟み、3・4時限目は 80分間あります。金曜日は 1・2時限目は 65分間

あり、休憩 15分間挟んでから、3・4時限目も 65分間となっています。また、授業間の休憩は 5分

間しかありません。 

授業が終わると生徒たちは次の教室へ移動しますが、生徒数約 2000 人が一斉に動くため廊下や階

段はとても混雑します。また、カナダの高校には日本のような’’ホームルーム教室’’がないため、

ランチタイムにはカフェテリアや廊下で食事をします。 

授業の種類は、コアクラスと呼ばれる数学や英語などの必修科目と美容学

や法学研究などの選択科目があります。選択科目で私はコスメトロジーとヨガ

を選択しています。コスメトロジーではカールのヘアアイロンの使い方やネイ

ルのことについて学び、ヨガは先生の指示に従ってポーズをします。日本の高

校にはないものが多くとても興味深いです。              

学校では様々な言語に触れられます。公用語であ

る英語とフランス語を第一言語とする生徒だけで

なく、中国語・韓国語・ベトナム語などを母語とす

る友人がいます。そのため、レベルに合わせた英語

の授業や、ESL（English as a Second Language）

のクラスがあります。また、他言語を学んでいる生

徒も多く、「日本語勉強しているよ！」と話しかけら   

↑ｺｽﾒﾄﾛｼﾞｰの授業の様子 ↑学校のｴﾝﾄﾗﾝｽ      れることもあります。カナダならではの、多様な背  

景を持つ生徒と交流できる良い経験になっています。 

５ 
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★ CTrain 

 

カルガリーには CTrainという電車が走っています。初めは普通の電車かと思いましたが、駅に入っ

てみると改札がありません。なぜかというのをホストファミリーに聞いてみると、運賃の支払いを乗

客の自己申告と抜き打ちの検査に頼るシステムであり、改札がない代わりに、乗客は乗車券を購入す

る必要があり、駅や車内での検査に備える必要があると言っていました。 

実際に乗っていると、稀に peace officer という人たちが乗車し、チケットの確認をしていました。 

このように、カナダの電車は日本とは全く違うシステムで動いているということを発見しました。

海外にはこういう考え方もあるんだなということを感じました。 
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★ 日本とカナダの食生活と店の違い 

 

カナダに来て、レストランで食事をして真っ先に気づいたことは量の違いだ。明らかに自分が見慣

れてる盛り具合の 1.5 倍はあり、食べ切ることは難しい。しかし、レストランでは有機野菜や加工が

少ない原材料や、グルテンフリーや MSG フリーのメニューをセールスポイントにしていて健康を意識

した食生活を主としている傾向も感じられる。パートナーがセリアック病なのもあり、家族全体とし

て食事を意識しているのもあり、色々なものやところで食べさせてもらえたが、カナダの多様な人種

と文化と共に世界中の食べ物が集まっていることを実感した。 

それに対応して、スーパーの商品もものすごい量と種類が棚に並ぶ。今までに見たことのないほど

の生鮮食品が敷き詰められ、何を買うか、どこから見るか悩まされる。 
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★ 日本とカナダの高校の違い 

 

私はエドモントン市内にある Harry Ainlay High School に通っています。 

日本の高校では 1 日あたり 50 分の授業が 6 時間行われていますが、カナダの公立高校では 1 日あ

たり 1時間 15分の授業が 4 時間行われています。 

また、カナダの高校では自分の興味や必要に応じて科目を自分で選択する授業選択制が一般的だそ

うです。私は「Fashion」「ESL」「Physical Education」「Cosmetology」を選択しました。「ESL」とは

「English as a Second  Language」の略で、「第二言語としての英語」を意味します。 

日本のように 1 つの教室で複数の先生が入れ替わるのではなく、学生が次の授業の教室に移動しま

す。なのでホームルーム教室はありません。 

そして、世界中からの留学生が集まるため、多様な文化に触れることができます。 

このように、日本とカナダの高校には教育制度や学校文化に多くの違いが見られます。 

これらの違いを理解することは、多様な学習環境を知り、より良い教育について考える手掛かりに

なるだろうと思いました。 

教育の多様性について理解を深めることができて良かったです。 
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★ 日本とカナダの水の違い 

 

カナダに来てから、1番驚いたことはお水です。とても飲みにくくて、びっくりしたので調べてみ

ると硬水と軟水の違いがあるみたいです。硬水はカルシウム、マグネシウムなどのミネラルが多いみ

たいです。 

ペットボトルのお水は硬水か、軟水かの違いだけですが、水道水は塩素が強く、炭酸カルシウム濃

度がとても高く硬度が高いみたいです。だから、日本の水に慣れている私は飲みにくいと感じたんだ

と思います。軟水に慣れている人はお腹を壊す場合もあるみたいです。 

でもカナダのお水は衛生面、水質は高水準です！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2025-2026 

 

★ カナダで見たオーロラ 

 

私がカナダで生活する中で、特に印象に残った日本との大きな違いは、オーロラを見ることができ

た点です。日本ではオーロラを観測できる地域がほとんどなく、実際に見ることはとても難しいです

が、カナダでは条件がそろえば自然の中でオーロラを見られる機会があります。 

夜空いっぱいに広がる光のカーテンのようで、初めて見たときは思わず声が出るほど感動しまし

た。写真では伝わりきらないほど、実物はもっと鮮やかで、空が動いているように感じました。 

 カナダでは冬の寒い時期に気温が下がり、空気が澄むことでオーロラが見えることがありますが、

日本では緯度や気候の関係でこのような自然現象を見ることはほとんどできません。この体験を通し

て、カナダの自然のスケールの大きさや、日本とはまったく違う環境で生活していることを実感しま

した。 

 今回のオーロラ観測は、私にとって忘れられない思い出になりました。留学をしていなければ絶対

に体験できなかったことであり、これもまた文化や環境の違いを知る大切な機会になったと思いま

す。 
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★ カナダの学校生活について 

 

Harry Ainlay high school にはさまざまな国籍の生徒がいます。私の学校には生徒は日本人しか

いないので、多国籍で羨ましいなと思います。それに授業の違いもありました。例えば授業中にスナ

ックを食べても良い、遅れても怒られないなど私たちからしたら羨ましい環境です。授業の先生もと

てもフレンドリーで日本とは違うなと改めて思いました。それに、ランチタイムの時に学校から出て

モールに行くのも自由なのでとても羨ましいです。日本では化粧もピアスもしてはいけないというこ

とを友達に伝えるととても驚いていました。よく、トイレなので授業をサボっている人を見かけるの

ですが、友達に聞いたら何回かサボったら学校退学になると言っていました。日本の学校は授業サボ

っただけでは退学にならないので、そこに関してはカナダの方が日本よりも厳しいんだなと思いまし

た。 

最後に、あとカナダの生活も半分となったので思いっきり楽しんでたくさん学んで帰りたいと思い

ます。 
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★ 学校のルールとスケジュール、カナダの性の多様性 

 

カナダの高校には、日本の高校のように自分の HR がありません。なので、自分の取っている授業の

教室に毎時間移動して授業を受けます。また、日本のように毎日違う時間割ではなく、自分が取った

クラスを毎日同じ時間に受けます。1 日の授業時間の合計は日本と同じですが、日本は 50 分×6 コマ

に対してカナダは 75分×4 コマです。そして科目は自分で自由に決めることができます。カナダの高

校には日本にはないような科目がたくさんあります。例えば、溶接を学ぶ科目や演技を学ぶ科目、ヘ

アメイクを学ぶ科目などがあります。私はヘアメイクを学ぶコスメトロジーという科目を取っている

のですが、留学しないと体験できなかった授業を受けることができました。教室にはシャンプー台や

色々なヘアタイプのマネキンがたくさんあります。日本の高校にはこのような教室がないので、初め

て見た時はここは本当に高校なのか疑うくらいの設備の充実さに驚きました。 

また、どの授業の先生も共通してとても生徒とフレンドリーに接してくれます。特にコスメトロジ

ーでは、授業中に先生がお菓子をくれることもあったり、先生が授業中に流してくれる音楽と一緒に

みんなで楽しく歌いながらマネキンにヘアアレンジの練習をすることもあります。日本の高校では先

生がお菓子をくれることはないし、一般的には授業中に音楽が流れることもないので日本との違いを

感じることができました。また、自分の興味のあるものを高校生のうちから本格的に楽しく学ぶこと

ができるカナダの環境がとてもいいなと思いました。 

そしてカナダの高校の校則はとても自由です。例えば、一般的な日本の高校は髪色やメイクの制限

があったり、制服があったりしますが、カナダの高校は私服登校で髪を染めている人やネイルをして

いる人、メイクをしている生徒がほとんどです。日本の高校では、校則でこのようなことはできない

ところが多いということを授業の先生に言うととても驚かれました。 

また、カナダの高校には色々な性別の人がいます。例えばクロスドレッサーの人やトランスジェン

ダーの人がいます。クロスドレッサーとは、ファッションなどの外見的な性表現が身体と異なる人の

ことです。トランスジェンダーとは性自認と身体の性が異なる人のことを言います。カナダの高校は

日本とは違い、身なりに対しての校則がないため、性別に囚われず、自由に自分のなりたい姿をして

堂々としている姿がとても素敵だなと思いました。また、日本よりカナダの方が LGBTQ の理解が進ん

でいるなと感じました。学校ではどの性別の人でも使うことができるジェンダーレストイレがありま

す。また、学校の職員室の前には LGBTQ などの多様なアイデンティティを象徴する旗が掲示されてい

ます。そしてみんなが LGBTQ の人についてマイナスなことを言わないことが当たり前で、お互いがお

互いのことを理解し、認め合っているところがとても素敵だなと思ったし、日本ももっとこのような

考え方が必要だなと思いました。 

このように、カナダの高校と日本の高校とではたくさんの違いがあります。カナダで体験したカナ

ダの人の考え方やカナダの学校の良さを日本でももっと反映させたいなと思いました。 

↓ｺｽﾒﾄﾛｼﾞｰで作ったﾍｱｱﾚﾝｼﾞ            ↓LGBTQ などの多様なｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨを象徴する旗 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2025-2026 

 

★ 自己主張の大切さ 

 

カナダで生活する上で特に大切なのは、自己主張ができることです。家、学校、どこにいても必ず、

「あなたはどうしたいの？」「どう思うの？」と聞かれます。 

誰しもが独立した考えを持っていて、それを自分で伝えられることが当然と言う文化なのです。 

学校が始まってすぐ、カウンセラーの方と時間割を決める機会がありました。私は英語の授業が取

りたかったのですが、「英語のクラスは空きがないから、自習か演劇にしたら？」と勧められました。

しかしどちらも私がやりたいことではなかったため、他の職員の方に英語の先生と連絡をとってもら

えないか頼んだり、何度も交渉しに行ったりしてみた結果、英語のクラスに入れてもらうことができ

ました。 

「何度主張してもどうにもならないなら仕方ない。一度で諦めず、自分が後悔しない選択をしよう」

という気持ちを持つことが大事なのだと感じました。 

常に自分の考えを求められるこの環境にいると、自然と「私は何をしたいのか」を考えるようにな

ります。この思考の習慣が、将来の進路や自分自身と向き合うきっかけを作ることにつながると思い

ます。 

 

↓時間割 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2025-2026 

 

★ カナダと日本の教育の違い 

 

カナダと日本では、学校におけるグラフ関数電卓の扱いに大きな違いがあります。日本ではグラフ

関数電卓をほとんど使わず、授業や試験でも原則として電卓は使用しません。対してカナダでは、グ

ラフ関数電卓を授業の中で日常的に使用し、テストでも使用が認められています。 

 カナダでは、簡単な有理化の計算でさえ電卓を使うことがあり、そのため計算のスピードが遅くな

ることもあります。しかし、大学ではグラフ関数電卓や計算ツールの使用が前提となっているため、

早い段階から電卓に慣れておくという点では利点があります。 

 さらに、カナダの数学は日本のように抽象的・理論的に深く入り込むのではなく、計算に重点が置

かれており、三角関数なども実数値に置き換えて扱うため内容は比較的初歩的です。その一方で、日

常の問題解決やデータ解析といった実生活と結びつけた 実用的な学び が重視されています。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2025-2026 

 

 ★ ストニィプレインのポスト 

 

  みなさんもご存知、家の「メールボックス」。いわゆるポストです。実は私が行ったエドモントンの

近くに位置するストニィプレイン町では「家に」ポストがなかったのです。 

 ではどこにあるのかというと、住宅が密集している道端にポツンとあります。それも自分の家のポ

ストだけではなく、近所の家も一緒にまとめてあり、一つのボックスになっています。写真の通り大

きな荷物は入らないので、手紙や封筒を入れるためだけの場所です。 

 何故このような形状なのか、それは住宅の立地に関係していました。アルバータの住宅街は同じよ

うな形の家が驚くほど密集しており、ほとんどの場合家が道路に面しています。この状態で配達員さ

んが各家に手紙や封筒を配達するとなると車から降りて歩いて、降りて歩いて…と物凄く大変な仕事

になります。ですがこのポストは近くの家のポストが集まっているので配達員さんが一括で各家に配

達できます。このポストは配達の作業効率を上げて、配達員の労働時間を短くできるというメリット

があると思いました。受け取る側は、ポストまで手紙や封筒を取りに行かなければいけないというデ

メリットも多少感じますが、このポストはすごく合理的だと思います。ホストマザーは「カナダでは

80%がこのニュースタイルのポストを取り入れてるのではないか」と推測していました。古い家だと日

本のように一家に一つのポストがあることもありますが珍しいそうです。 

 このポストが置けるのは住宅が密集していて、すべての家が道路に面している立地だから可能なの

であると思い、日本各地で導入するとなると難しく感じました。 

 だからこそ、このポストは欧米らしい合理的な考えと住宅街の特徴の違いから成り立つ、日本とカ

ナダの大きな違いだと言えます。   
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2025-2026 

 

★ カナダのスーパーマーケット事情 

 

カナダのスーパーマーケットでは、カートは非常に大きいため、大量に商品を購入する人しか使い

ません。その代わり、カゴには大きな取っ手とキャスターがついており、カゴ自体を引っ張ってカー

トのように使用することができるようになっています。また、有人レジには、ベルトコンベアーがつ

いています。会計をするときは、ベルトコンベアーに仕切りを置いて、商品を並べます。店員が商品

をスキャンして空間ができると、ベルトコンベアーが動いて商品を運んでいきます。商品はカゴに戻

してもらえないので、スキャンし終わったものから自分でエコバッグに詰める必要があります。 
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